
メソッド呼び出し時に、
1 実引数の数がダメ: ArgumentError

2 実引数の型がダメ: TypeError

3 実引数の値がダメ: ArgumentError

#6639 ArityError

1 を
 ArityError < ArgumentError に
各エラーの違いがはっきりするので、
ext を書くプログラマが悩まなくて済む


